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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況） 

 独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則第５条（資料11－１－①－１），高知工業高

等専門学校学則（資料11－１－①－２）及び高知工業高等専門学校内部組織規則（資料11－１－①－

３）に基づき組織体制作りを行っている。校長のリーダーシップがより発揮しやすいように，三主事

のうち教務主事及び専攻科長を副校長，学生主事及び寮務主事を校長補佐としている。各主事の下に

は数名の主事補佐を置き，より機動性のある組織としている。さらに，校長の命により，入試制度担

当の校長補佐を配置している。 

 また，本科においては各学科に学科長を，専攻科においても専攻科長及び各専攻に専攻主任を置い

ている（資料11－１－①－４）。 

 従来教務主事が併任していた専攻科長の職は，職務の重要性から平成24年度より，教務主事とは分

離するようにし，専攻科長の下に副専攻科長を置いている。 

 この他，地域連携センター，情報処理センター，教育研究支援センター，図書館，リスク管理室，

教育改善推進室，学生相談室，環境マネジメント室，進路支援室，国際交流室などの学内組織にもそ

れぞれセンター長，副センター長，館長，副館長，室長，副室長等を置き，意思決定が円滑に行える

よう配慮している。 

 運営会議（資料11－１－①－５）は，本校の管理運営上の重要事項を決定する機関として，校長，

三主事，専攻科長，各学科長（５人）及び事務部長で構成し，原則として月１回開催している。 

 また，校務を円滑に運営するため，教員会（資料11－１－①－６）が設けられており，年に数回開

催されている。 

 さらに，各委員会については運営会議の下，管理運営，教育研究，学生生活指導，地域連携等に重

点を置いた委員会を設置している（資料11－１－①－４）。 

 事務組織は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則第５条の２（資料11－１－①

－１），高知工業高等専門学校学則（資料11－１－①－２）及び高知工業高等専門学校事務組織及び事

務分掌規則に基づき，総務課及び学生課の二課で構成する事務部を置き，管理運営の支援を行ってい

る（資料11－１－①－７，８）。 

 本校の教職員数，教員の学位取得状況，教職員の年齢構成（平成23年５月１日現在）は（資料11－

１－①－９）に示すとおりである。 
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資料11－１－①－１

「独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則」 （抜粋） 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則 （抜粋） 

                                       制定 平成１６年４月１日 

（学校） 

第５条 各学校に，校長，教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 校長は，校務をつかさどり，所属教職員を監督する。 

３ 第１項に掲げるほか，仙台高等専門学校，富山高等専門学校，香川高等専門学校及び熊本高等専門学校に，副校

長２人を置く。 

４ 第１項及び前項に掲げるほか，各学校に，必要に応じ，副校長その他の校長を補佐する職又は校務を分担する主

事等を置くことができる。 

５ 前２項の職は，教員をもって，これに充てる。 

６ 第１項，第３項及び第４項に掲げる主事等の任期は２年とし，欠員が生じた場合の主事等の任期は，前任者の残

任期間とする。 

７ 前各項及び次条に規定するほか，学校の内部組織，職制及び事務の分掌については，別に定める。 

 

（事務部） 

第５条の２ 各学校に，学校の管理その他の事務を行わせるため，事務部を置く。 

２ 事務部に，事務部長及び事務を遂行するために必要な課長を置く。 

３ 第１項の規定にかかわらず，複数の学校の管理その他の事務を行わせるため，地区事務部を置くことができる。

この場合における当該地区事務部は，第１項に規定する事務部とみなす。 

４ 理事長が特に認める場合は，地区事務部に，調整役を置くことができる。 

 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構規則）

 

 

資料11－１－①－２

「高知工業高等専門学校学則」 （抜粋） 

 

高知工業高等専門学校学則 （抜粋） 

                                   制  定 昭和３８年 ４月２２日 

 

第９条 本校に校長、教授、准教授、講師、助教及び助手、事務職員及び技術職員を置く。 

２ 職員の職務は、学校教育法その他法令の定めるところによる。 

第10条 本校に、教務主事、学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを除く。）を掌理す

る。 

４ 寮務主事は、校長の命を受け、学寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

第11条 本校に、庶務、会計、教務及び学生の厚生補導に関する事務を処理するため、事務部を置く。 

第12条 前２条に規定するもののほか、本校の内部組織は、別に定めるところによる。 

 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）
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資料11－１－①－３

「高知工業高等専門学校内部組織規則」 

 
高知工業高等専門学校内部組織規則 

                               制  定 平成１９年３月３０日 
 （趣旨） 
第１条 この規則は、独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（平成16年規則第１号）第５条第６項

及び高知工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第12条の規定に基づき、高知工業高等専門学校（以下「本
校」という。）の内部組織（事務組織を除く。）について必要な事項を定める。 

 （教員組織） 
第２条 本校の専攻科に、次の専攻の教員組織を置く。 
 機械・電気工学専攻 
 物質工学専攻 
 建設工学専攻 
２ 本校に、次の学科の教員組織を置く。 
 機械工学科 
 電気情報工学科 
 物質工学科 
 環境都市デザイン工学科 
３ 本校に、総合科学科の教員組織を置く。 
 （教育研究施設） 
第３条 本校に、次のセンターを置く。 
 地域連携センター 
 情報処理センター 
 教育研究支援センター 
２ 前項のセンターに関し必要な事項は、別に定める。 
 （教育研究施設） 
第３条 本校に、次のセンターを置く。 
 地域連携センター 
 情報処理センター 
 教育研究支援センター 
２ 前項のセンターに関し必要な事項は、別に定める。 
第３条の２ 本校に、図書館を置く。 
２ 図書館に館長及び副館長を置く。 
３ 館長及び副館長は、本校教員の中から校長が命ずる。 
４ 館長は、校長の命を受け、図書館の業務を処理し、副館長は、館長を補佐する。 
５ 館長及び副館長の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残
任期間とする。 

６ このほか図書館に関し必要な事項は、別に定める。 
 （教育研究等支援組織） 
第４条 本校に、次の室を置く。 
 教育改善推進室 
 学生相談室 
 環境マネジメント室 
 進路支援室 
 国際交流室 
２ 前項の室にそれぞれ室長及び副室長を置く。 
３ 室長及び副室長は、本校教員の中から校長が命ずる。 
４ 室長は、校長の命を受け、当該室の業務を処理し、副室長は、室長を補佐する。 
５ 室長及び副室長の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残
任期間とする。 

６ このほか各室に関し必要な事項は、別に定める。 
第４条の２ 本校に、リスク管理室を置く。 
２ リスク管理室に関し必要な事項は、別に定める。 
 （専攻科長） 
第７条 本校の専攻科に、専攻科長を置き、副専攻科長を置くことができる。 
２ 専攻科長及び副専攻科長は、専攻科を担当する教授をもって充て、校長が任命する。 
３ 専攻科長は、校長の命を受け、専攻科の業務を処理し、副専攻科長は、専攻科長を補佐する。 
４ 専攻科長及び副専攻科長の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、前
任者の残任期間とする。 

 （専攻主任） 
第８条 第２条第１項に定める専攻に、それぞれ専攻主任を置き、副専攻主任を置くことができる。 
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２ 専攻主任は、当該専攻の基礎となる次条に定める学科長をもって充てる。 
３ 専攻主任は、専攻科長の命を受け、当該専攻の業務を処理する。 
 （学科長） 
第９条 第２条第２項及び第３項に定める学科及び総合科学科（以下、この条において「学科」という。）に、それ

ぞれ学科長を置く。 
２ 学科長は、教授をもって充て、校長が任命する。 
３ 学科長は、校長の命を受け、当該学科における業務を処理する。 
４ 学科長の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間と
する。 

 （主事補佐） 
第10条 教務主事、学生主事及び寮務主事のもとに、それぞれ主事補佐を置く。 
２ 主事補佐は、教員をもって充て、校長が任命する。 
３ 主事補佐は、当該主事を補佐し、所掌の業務を処理する。 
４ 主事補佐の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間
とする。 

 （学級担任等） 
第11条 各学級に、学級担任を置く。 
２ 前項のほか、５学年を除く各学級に、学級副担任を置く。 
３ 学級担任及び学級副担任は、教授、准教授、専任の講師又は助教をもって充て、校長が任命する。 
４ 学級担任は、各主事及び学級所属の学科長と連絡を密にし、学級の運営に関する事項を処理する。 
５ 学級副担任は、学級担任を補佐し、連携して学級の運営に当たる。 
６ 学級担任及び学級副担任の任期は１年する。ただし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間と
する。 

 （進路指導担任） 
第12条 ５学年の各学級に、進路指導担任を置く。 
２ 進路指導担任は、学級所属の学科長をもって充てる。 
３ 進路指導担任は、学生の進路指導に関する事項を処理する。 
 （学年主任） 
第13条 各学年に、学年主任を置く。 
２ 学年主任は、当該学年の学級担任の中から校長が任命する。 
３ 学年主任は、当該学年の行事等の教育活動及び学生指導等の連絡調整に当たる。 
 （運営会議） 
第14条 本校に、管理運営を円滑に行うため、運営会議を置く。 
２ 運営会議に関し必要な事項は、別に定める。 
 （教員会） 
第15条 本校に、校務の円滑な運営に資するため、教員会を置く。 
２ 教員会に関し必要な事項は、別に定める。 
 （各種委員会） 
第16条 本校に、特定の事項を審議するため、必要に応じて委員会を置く。 
２ 委員会に関し必要な事項は、別に定める。 
 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）
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資料11－１－①－４

「運営組織図」（平成23年５月１日現在） 

 

（出典 2011年度版 高知高専学校要覧 P.14）
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資料11－１－①－５

「高知工業高等専門学校運営会議規則」 

 
高知工業高等専門学校運営会議規則 

                                   制  定 平成２１年 ４月 １日 
 （趣旨） 
第１条 この規則は、高知工業高等専門学校内部組織規則第１４条第２項の規定に基づき、高知工業高等専門学校運

営会議（以下「運営会議」という。）について、必要な事項を定める。 
 （目的） 
第２条 運営会議は、本校の管理運営を円滑に行うため、重要事項について審議することを目的とする。 
 （組織） 
第３条 運営会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
 (１) 校長 
 (２) 教務主事、学生主事及び寮務主事 
(３) 専攻科長及び副専攻科長 

 (４) 各学科長 
 (５) 事務部長 
(６) その他校長が必要と認めた者 

２ 校長は、運営会議を主宰する。 
 （事務） 
第４条 運営会議の事務は、総務課において処理する。 
 （雑則） 
第５条 この規則に定めるもののほか、運営会議の運営に関し必要な事項は、校長が定める。 
 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）

 

 

資料11－１－①－６

「高知工業高等専門学校教員会規則」 

 
高知工業高等専門学校教員会規則 

                                   制  定 昭和４３年 ４月 １日 
 （趣旨） 
第１条 この規則は、高知工業高等専門学校内部組織規則第１５条第２項の規定に基づき、高知工業高等専門学校教

員会（以下「教員会」という。）について、必要な事項を定める。 
 （目的） 
第２条 教員会は、校務の円滑な運営に資するため、校長が意見を聴き又は連絡調整することを目的とする。 
 （組織） 
第３条 教員会は、次の各号に掲げる者もって組織する。 
 （１）校長 
 （２）教授、准教授、専任の講師、助教及び助手 
２ 校長は、必要に応じて前項以外の者を出席させることができる。 
 （会議） 
第４条 教員会に議長を置き、校長をもって充てる。 
２ 議長は、教員会を主宰する。 
３ 議長に事故があるときは、教務主事がその職務を代行する。 
 （事務） 
第５条 教員会の事務は、総務課において処理する。 
 （雑則） 
第６条 この規則に定めるもののほか、教員会の運営に関し必要な事項は、校長が別に定める。 
 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）
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資料11－１－①－９

「教職員数，教員の学位取得状況，教職員の年齢構成」（平成23年５月１日現在） 

 

（出典 2011年度版 高知高専学校要覧 P.18）

資料11－１－①－７

「事務組織」（平成23年５月１日現在） 

 
   校長───事務部長 
        │ 
        │                      ┌─総務係 
        │                      │ 
        │                      ├─企画係 
        │       ┌─総務課長補佐（総務担当）─┤ 
        │       │              ├─人事・労務係 
        │       │              │ 
        │       │              └─図書・情報係 
        ├─総務課長──┤ 
        │       │              ┌─財務係 
        │       │              │ 
        │       └─総務課長補佐（財務担当）─┼─契約係 
        │                      │ 
        │                      └─施設係 
        │ 
        │                      ┌─教務係 
        │                      │ 
        └─学生課長────学生課長補佐───────┼─修学支援係 
                               │ 
                               └─生活支援係 
 

（出典 「高知工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規則」を基に作成した総務課資料）

資料11－１－①－８

「技術系職員の組織」（平成23年５月１日現在） 

 
   校長───教育研究支援センター長 
        │（教員） 
        │              ┌─第一技術班長──技術専門職員 
        │              │（機械系） 
        └─副センター長──技術長──┤ 
         （学生課長兼任）      │ 
                       └─第二技術班長──技術専門職員 
                        （電気情報，物質，環境都市デザイン系） 
 

（出典 「高知工業高等専門学校教育研究支援センター規則」を基に作成した総務課資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

 校長のもとに，副校長，校長補佐，各主事及び各種委員会組織の体制等が整備され，その役割が明

確になっている。 

 校長の強いリーダーシップのもと，本校のPDCAサイクルにより中期計画・年度計画を推進している。

特に，東日本大地震発生後には，校長から南海地震対策の検討指示がなされ，各施設や委員会ごとに

検討事項の洗い出しや対策の実施がなされ，対策本部や倉庫の整備，屋上手摺の設置等が実施されて

いる。 

 このように校長，副校長，校長補佐，各主事，運営会議，教員会，各委員会等の役割が明瞭になっ

ており，効果的な意思決定が行える体制となっていると判断される。 
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観点11－１－②： 管理運営の諸規程が整備され，各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，

効果的に活動しているか。また，危機管理に係る体制が整備されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 管理運営の諸規程は，高知工業高等専門学校内部組織規則基づき，各種委員会等規則が制定されて

いる（資料11－１－②－１）。 

 各種委員会については，その頂点に校長が主宰する運営会議を置き，そこでの審議を経て最終意思

決定を行うよう配慮している。教育に関わる委員会としては，入試委員会，進路指導委員会，教務委

員会，学生生活委員会，寮務委員会，教育改善推進委員会を設置し，研究・地域連携に関わる委員会

としては，産学連携センター委員会，本校の将来構想等を検討するための委員会としては，リエゾン・

企画委員会，その他管理運営等のため，情報セキュリティ委員会，情報処理センター委員会，情報公

開委員会，人権・倫理委員会，自己点検・評価委員会，安全衛生委員会，人事委員会，教員選考委員

会，知的財産委員会，レクリエーション委員会を置き，役割が明確化され本校の運営を担っている（資

料11－１－②－２）。 

 事務組織についても二課で構成する事務部を置き，各課がそれぞれの委員会の幹事となり，管理運

営の支援を行っている（資料11－１－②－３）。また，平成21年度から，技術支援業務に関する人的・

物的支援を有効に活用し，各種技術支援活動を推進するために，教育研究センターが設立され，技術

職員の集約化を図った（資料11－１－②－４）。 

 危機管理については，リスク管理規則（資料11－１－②－５），を定めこれに基づき，全学的な危機

管理体制整備のため，校長，副校長（教務主事，専攻科長），学生主事，寮務主事，事務部長，総務課

長，学生課長からなるリスク管理室を設置している。 

 同室において，危機管理基本マニュアル（資料11－１－②－６，７）を作成し，学生，教職員，そ

の他本校関係者（以下，「学生，教職員等」という。）に被害が及ぶ恐れがある様々な危機を未然に防

止し，また，発生した場合に被害を最小限にくい止めるような活動を行っている。具体的な例として，

新型インフルエンザへの対応では，リスク管理室に新型インフルエンザ対策本部を設置し，重点的に

対応にあたった。最近では，南海地震対策として校長のリーダーシップのもと，リスク管理室を中心

に，検討事項の洗い出しや対策が実施されている（資料11－１－②－８）。 

 また，高知高専における学校運営上の課題，問題点を早期に把握し，その改善に資することを目的

として，教職員及び学生，保護者からの意見，要望，指摘等を直接受け付けることのできる体制を整

備し，「高知高専意見箱」（資料11－１－②－９）を開設しており，頂いた意見に対する回答を学内ウ

ェブサイトに掲載（資料11－１－②－10）している。 
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資料11－１－②－３

「高知工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規則」 

 
高知工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規則 

                                     制  定 平成１９年４月１日 
 （目的） 
第１条 この規則は、高知工業高等専門学校学則第１２条の規定に基づき、高知工業高等専門学校（以下「本校」と
いう。）の事務組織及び事務分掌について定めることを目的とする。 

 （課） 
第２条 本校の事務部に次の２課を置く。 
 (１) 総務課 
 (２) 学生課 
（係） 
第３条 総務課に次の７係を置く。 
 (１) 総務係 
 (２) 企画係 
 (３) 人事・労務係 
 (４) 図書・情報係 
 (５) 財務係 
 (６) 契約係 
 (７) 施設係 
第４条 学生課に次の３係を置く。 
 (１) 教務係 
 (２) 修学支援係 
 (３) 生活支援係 
（事務部長） 
第５条 事務部に事務部長を置く。 
２ 事務部長は、校長の命を受け、事務部の事務を処理する。 
 （課長） 
第６条 課に課長を置く。 
２ 課長は、上司の命を受け、課の事務を処理する。 
 （課長補佐） 
第７条 総務課に課長補佐（総務担当及び財務担当）を置き、学生課に課長補佐を置く。 
２ 課長補佐は、上司の命を受け、課の事務を処理する。 
 （係長） 
第８条 係に係長及び必要により主任を置く。 
２ 係長は、上司の命を受け、係の事務を処理する。 
３ 主任は、上司の命を受け、係長を補佐し、係の事務のうち特定の事項を処理する。 
（総務課） 
第９条 課長補佐（総務担当）においては、次の各号に掲げる事務について主担当となり処 

理する。 
 (１) 情報公開（個人情報保護関係含む。）に関すること。 
 (２) 教職員の衛生管理に関すること。 
 (３) 労務管理に関すること。 
 (４) 情報セキュリティに関すること。 
第９条の２ 課長補佐（財務担当）においては、次の各号に掲げる事務について主担当となり処理する。 
 (１) 本校の財務に関する企画及び分析に関すること。 
 (２) 会計の監査に関すること。 
 (３) 予算要求（概算要求含む。）に関すること。 
 (４) 教職員の安全管理に関すること。 
 (５) 施設設備の整備に関すること。 
第９条の３ 総務係においては、次の事務をつかさどる。 
 (１) 学校の事務の総轄及び連絡調整に関すること。 
 (２) 儀式その他諸行事に関すること。 
 (３) 諸会議に関すること。 
 (４) 諸規則の制定及び改廃に関すること。 
 (５) 学術団体等との連絡に関すること。 
 (６) 渉外及び秘書に関すること。 
 (７) 法人文書類の接受、発送、整理及び管理に関すること。 
 (８) 情報公開（個人情報保護関係含む。）に関すること。 
 (９) 労働時間及び休暇に関すること。 
 (10) 教職員の衛生管理に関すること。 
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 (11) 出張及び旅費（財務伝票の作成を除く。）に関すること。 
 (12) 職員の宿日直（教員の学寮宿日直を除く。）に関すること。 
 (13) 福利厚生及びレクリエーションに関すること。 
 (14) 校内の警備に関すること。 
 (15) 兼業に関すること。 
 (16) 健康管理に関すること。 
 (17) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (18) その他他の係の所掌に属さないこと。 
第９条の４ 企画係は、次の事務をつかさどる。 
 (１) 中期目標・計画に関すること。 
 (２) 認証評価、自己点検・評価及び外部評価に関すること。 
 (３) JABEEに関すること。 
 (４) 科学研究費補助金及び寄附金（経理に関することを除く。）に関すること。 
 (５) 研究助成（経理に関することを除く。）に関すること。 
 (６) 各種研究員に関すること。 
 (７) 知的財産権に関すること。 
 (８) 産業界等との連携に関すること。 
 (９) 公開講座、学校開放事業等の企画・実施に関すること。 
 (10) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (11) その他研究協力・地域連携に関すること。 
第９条の５ 人事・労務係においては、次の事務をつかさどる。 
 (１) 人事、休職・復職、懲戒及び身分保障に関すること。 
 (２) 給与（財務伝票の作成を含む。）に関すること。 
 (３) 栄典及び表彰に関すること。 
 (４) 各種手当の認定に関すること。 
 (５) 名誉教授に関すること。 
 (６) 共済組合及び退職手当（財務伝票の作成を含む。）に関すること。 
 (７) 勤務評定に関すること。 
 (８) 研修に関すること。 
 (９) 災害補償に関すること。 
 (10) 育児休業に関すること。 
 (11) 労務管理に関すること。 
 (12) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (13) その他人事・労務に関すること。 
第９条の６ 図書・情報係においては、次の事務をつかさどる。 
 (１) 図書館資料の受入、整理、保管及び除籍等に関すること。 
 (２) 図書の分類及び目録作成に関すること。 
 (３) 図書の閲覧及び貸出し等図書の利用に関すること。 
 (４) 図書のレファレンス・ワーク（図書館利用指導、文献探索指導等）に関すること。 
 (５) 図書購入の契約に関すること。 
 (６) 収入及び財務伝票の作成に関すること。 
 (７) 指定図書の選定運用に関すること。 
 (８) 学術紀要の発行に関すること。 
 (９) 各種業務の情報化に係る企画立案及び調整に関すること。 
 (10) 事務用業務システムの管理に関すること。 
 (11) 情報セキュリティに関すること。 
 (12) 広報（概要、ホームページ等）に関すること。 
 (13) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (14) その他図書に関すること。 
第９条の７ 財務係においては、次の事務をつかさどる。 
 (１) 総務課（財務担当）の事務の総轄及び連絡調整に関すること。 
 (２) 本校の財務に関する企画及び分析に関すること。 
 (３) 会計の監査に関すること。 
 (４) 契約、収入及び財務伝票の作成（人事・労務係所掌に属するものを除く。）に関すること。 
 (５) 予算要求（概算要求含む。）に関すること。 
 (６) 会計機関の公印の管守に関すること。 
 (７) 予算、決算及び計算証明に関すること。 
 (８) 資格審査に関すること。 
 (９) 不動産の管理に関すること。 
 (10) 土地、建物等の寄附及び借入れに関すること。 
 (11) 教職員の安全管理に関すること。 
 (12) 防火・防災に関すること。 
 (13) 職員宿舎に関すること。 
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 (14) 受託研究及び共同研究の契約に関すること。 
 (15) 受託研究及び共同研究等の経理（契約係及び図書・情報係の所掌に属するものを除く。）に関すること。 
 (16) 科学研究費補助金及び寄附金の経理（契約係及び図書・情報係の所掌に属するものを除く。）に関すること。
 (17) 収入及び支出に関すること。 
 (18) 現金、預金、貯金及び有価証券の出納に関すること。 
 (19) 旅費、謝金等の支払いに関すること。 
 (20) 債権の管理に関すること。 
 (21) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (22) その他財務担当の他の係の所掌に属さないこと。 
第９条の８ 契約係においては、次の事務をつかさどる。 
 (１) 物品（図書・情報係所掌に属するものを除く。）の購入、修理及び役務（施設係所掌に属するものを除く。）

に関すること。 
 (２) 契約、収入及び財務伝票の作成に関すること。 
 (３) 物品の管理（図書を除く）に関すること。 
 (４) 受託研究及び共同研究等に係る物品の購入、修理及び役務（施設係所掌に属するものを除く。）に関するこ

と。 
 (５) 科学研究費補助金等及び寄附金に係る物品の購入、修理及び役務（施設係所掌に属するものを除く。）に関

すること。 
 (６) 校内の清掃に関すること。 
 (７) 物品の寄附に関すること。 
 (８) 自動車の運用管理に関すること。 
 (９) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (10) その他契約に関すること。 
第９条の９ 施設係においては、次の事務をつかさどる。 
 (１) 施設整備及び営繕工事の計画に関すること。 
 (２) 施設関係の予算要求資料の作成に関すること。 
 (３) 施設整備に係る工事等の工事契約及び請負契約に関すること。 
 (４) 契約及び財務伝票の作成に関すること。 
 (５) 土地、建物、電気、ガス、水道、電話、冷暖房設備の維持保全に関すること。 
 (６) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (７) その他施設に関すること。 
 （学生課） 
第10条 課長補佐においては、次の各号に掲げる事務について主担当となり処理する。 
 (１) 学生募集に係る企画及び連絡調整に関すること。 
 (２) 入試及び教育課程に関すること。 
 (３) 外国人留学生に関すること。 
 (４) 課外活動に関すること。 
 (５) 学寮の管理・運営に関すること。 
第10条の２ 教務係においては、次の事務をつかさどる。 
 (１) 教育課程の編成及び授業に関すること。 
 (２) 入学者の選抜に関すること。 
 (３) 入学、転科、転校、休学、退学、転学及び卒業に関すること。 
 (４) 進級及び卒業の認定に関すること。 
 (５) 学業成績及び出欠席に関すること。 
 (６) 大学編入学及び大学院進学に関すること。 
 (７) 教科書及び教材に関すること。 
 (８) 研究生、聴講生及び科目等履修生に関すること。 
 (９) 外国人留学生に関すること。 
 (10) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (11) その他学生課の他の係の所掌に属さないこと。 
第10条の３ 修学支援係においては、次の事務をつかさどる。 
 (１) 課外活動に関すること。 
 (２) 入学料及び授業料の免除並びに徴収猶予、寄宿料の免除に関すること。 
 (３) 奨学金に関すること。 
 (４) 校外実習に関すること。 
 (５) 学生証の発行及び学生・卒業生の諸証明に関すること。 
 (６) 表彰並びに懲戒に関すること。 
 (７) 傷害保険に関すること。 
 (８) 職業指導及び就職に関すること。 
 (９) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (10) その他修学支援に関すること。 
第10条の４ 生活支援係においては、学寮における次の事務をつかさどる。 
 (１) 生活指導に関すること。 
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 (２) 学生団体、集会及びその他行事に関すること。 
 (３) 保健管理に関すること。 
 (４) 学生相談に関すること。 
 (５) 管理・運営に関すること。 
 (６) 福利厚生に関すること。 
 (７) 所掌事務に係る調査、統計及び報告に関すること。 
 (８) その他生活支援に関すること。 
 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）

 

 

 

資料11－１－②－４

「高知工業高等専門学校教育研究支援センター規則」 

 
高知工業高等専門学校教育研究支援センター規則 

                                  制  定  平成２１年 ４月 １日 
 （設置） 
第１条 高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、本校の教育研究に関する技術支援業務を行うため、独

立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則第12条第1項の規定に基づき、高知工業高等
専門学校教育研究支援センター(以下｢センター｣という｡)を置く｡ 

 （目的） 
第２条 センターは、本校の技術支援業務に関する人的・物的資源を有効に活用することにより、技術に関する専門
的業務を組織的かつ効率的に処理するとともに、センター所属職員の能力及び資質の向上をはかり、学生に対する
実験・実習、卒業研究などの支援、教員の教育研究への支援、地域への技術支援など、本校の教育研究支援体制の
向上に資することを目的とする。 

 （業務） 
第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う｡ 
一 教育研究に関する技術支援の基本計画の策定に関すること｡ 
二 学生の実験、実習、卒業研究の技術指導に関すること｡ 
三 教育研究に関する技術支援に関すること｡ 
四 地域への技術支援に関すること。 
五 技術資料の作成、保管及び提供等に関すること｡ 
六 機器等の保守･管理に関すること｡ 
七 技術向上のための技術研修、技術発表会及び技術講演会等の企画･実施等に関すること｡ 
八 所掌業務の調査統計及び諸報告に関すること｡ 
九 その他本校にとって重要な技術的業務に関すること｡ 
 （技術班） 
第４条 センターに、前条各号の業務を遂行するため、次の各号に掲げる技術班を置き各班に班長を置く｡ 
 一 第一技術班 
 二 第二技術班 
２ 第一技術班は、主として機械系に関する業務を行うものとする｡ 
３ 第二技術班は、主として電気情報、物質、環境都市デザイン系に関する業務を行うものとする｡ 
４ 各班は、互いに連携し、一般科目及び複合・融合する分野間の技術支援等、効果的な運用を図るものとする｡ 
５ センターは、必要に応じてプロジェクトチームを組織し、特別な業務にあたることができる｡ 
 （組織） 
第５条 センターは、次に掲げる職員をもって組織する。 
 一 教育研究支援センター長（以下「センター長」という。） 
 二 副センター長 
 三 技術長 
 四 班長 
 五 技術専門職員 
 六 技術職員 
２ 前項に規定するもののほか、極めて高度な専門的技術を有する者を技術専門員として置くことができる。 
３ センター長は、本校教員のうちから校長が任命する｡ 
４ 副センター長は学生課長をもって充てる。 
５ 技術長は、技術専門員及び技術専門職員のうちから校長が任命する｡ 
６ 班長は、技術専門職員のうちから校長が任命する｡ 
 （職務） 
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第６条 センター長は、校長の命を受け、センターの業務を統括する｡ 
２ 副センター長は、センター長を補佐し、センターの事務を統括する。 
３ 技術長は、上司の命を受け、センターの業務を処理するとともに、技術班を統括する｡ 
４ 班長は、上司の命を受け、センターの業務を処理するとともに、各班の業務の円滑な遂行に努め、必要な連絡調
整を行う｡ 

５ 技術専門職員及び技術職員は、上司の命を受け、センターの業務を処理する｡ 
 （センター運営委員会） 
第７条 センターの運営に関し、必要事項を審議するため、高知工業高等専門学校教育研究支援センター運営委員会
(以下｢委員会｣という｡)を置く｡ 

２ 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する｡ 
 一 センター長 
 二 副センター長 
 三 技術長 
 四 各学科から１名 
 五 地域連携センター運営委員会委員の中から１名 
 六 情報処理センター運営委員会委員の中から１名 
 七 その他校長が必要と認める者 
３ 委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる｡ 
４ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる｡ 
５ 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させることができる｡ 
６ 第４号、第５号、第６号の委員の任期は、１年とし再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合の後任者
の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （センターの利用） 
第８条 センターの利用に関して必要な事項は、別に定める｡ 
 （センターの事務） 
第９条 センターの事務は、学生課において処理する｡ 
 （雑則） 
第10条 この規則に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は委員会において定める｡ 
 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）

 

資料11－１－②－５

「高知工業高等専門学校リスク管理規則」 

 
高知工業高等専門学校リスク管理規則 

                                  制  定  平成２３年 ７月２１日 
（目的） 
第１条 この規則は、高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）において発生することが予想される様々な事
象に伴う危機に迅速かつ的確に対処するため、本校におけるリスク管理体制及び危機への対処方法等を定め、もっ
て、本校の学生・教職員等の安全の確保を図るとともに、本校の社会的な責任を果たすことを目的とする。 

２ 本校に、リスク管理を総合的かつ計画的に推進するため、高知工業高等専門学校内部組織規則第４条の２第２項
の規定に基づき、高知工業高等専門学校リスク管理室（以下「リスク管理室」という。）について、必要な事項を
定める。 

 
（定義） 
第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号の定めるところによる。 
(１) 学生及び教職員等 
 本校の学生、教職員、その他本校において学業、教育研究等に従事するすべての者をいう。 
(２) 危機 
 火災、災害、重篤な感染症等の発生、事件、事故、情報資産の漏えい等（以下「事象」という。）により、学生及
び教職員等の生命若しくは身体又は本校の組織、財産若しくは名誉に重大な被害が発生し、又は発生するおそれの
ある緊急の事象及び状態をいう。 

(３) リスク 
 ある事象について発生の不確実性があり、発生すると本校の健全かつ円滑な業務遂行を妨げる要因をいう。 
(４) リスク管理 
 想定されるリスクに対する体制及び対応策を検討し、リスクを未然に防止するための措置を講じ、危機発生時にお
いて、迅速かつ的確に対応し、その被害を最小限に抑え速やかに復旧回復を図るとともに、危機の原因及び状況の
把握・分析により再発防止に努めることをいう。 

 
（リスク管理の対象） 
第３条 この規則に定めるリスク管理の対象となる事象（以下「リスク事象」という。）については、次の各号に掲
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げるものであって、組織的・集中的に対処することが必要な事象とする。 
(１) 学生・教職員等の安全に係わる重大な事象 
(２) 施設管理上の重大な事象 
(３) 社会的影響を及ぼす大きな事象 
(４) 本校の社会的信頼を損なう恐れのある事象 
(５) 本校の教育研究活動の遂行に重大な支障を及ぼす事象 
(６) その他前各号に相当しない事象であって、組織的、集中的に対処する必要があると認められる事象 
 
（リスク管理のための校長等の責務） 
第４条 校長は、本校におけるリスク管理を統括する責任者として、全校のリスク管理体制の整備、充実に努め、対
処方策の決定その他必要な措置を講じなければならない。 

２ 教務主事、学生主事及び寮務主事並びに事務部長は、校長を補佐し、リスク管理体制の整備、充実に努めなけれ
ばならない。 

３ 各学科長、専攻科長、図書館長、各センター長及び各課長（以下「学科長等」という。）は、リスク管理室と連
携し、各学科、専攻科、図書館、各センター及び各課におけるリスク管理責任者として、リスク管理体制の整備、
充実に努めなければならない。 

４ 教職員は、リスク管理意識をもって、その職務の遂行に当たるものとする。 
 
（リスク管理室の組織） 
第５条 リスク管理室は、次に掲げる者をもって組織する。 
 (１) 校長 
 (２) 副校長（教務主事） 
 (３) 副校長（専攻科長） 
 (４) 学生主事 
 (５) 寮務主事 
 (６) 事務部長 
 (７) 総務課長及び学生課長 
 (８) その他校長が指名する者 
 
（リスク管理室の室長） 
第６条 リスク管理室に室長を置き、校長をもって充てる。 
２ 室長は、リスク管理室の業務を掌理する。 
３ 室長が出張等により不在の場合は、室長が指名した室員が、その職務を代行する。 
 
（リスク管理室員以外の者の出席） 
第７条 リスク管理室長が必要と認めたときは、リスク管理室員以外の者を会議に出席させ、当該事項についての意
見を述べさせることができる。 

 
（リスク管理室の業務及び権限） 
第８条 リスク管理室の業務は、他の所掌に係るものを除き次の各号に掲げるとおりとする。 
 (１) リスク管理に係る関連組織と総合調整に関すること。 
 (２) リスク事象に関する情報（校内外の動向等の情報を含む）の収集分析及び周知に関すること。 
 (３) 学校運営に支障（重大な損失）を及ぼす事態を常に予測し、想定されるリスクに対する体制及び対応策を検

討し、リスクを未然に防止するための措置を講じておくこと。 
 (４) リスク管理の教育、研修、訓練等に関すること。 
 (５) リスク管理に関する周知、啓発に関すること。 
 (６)  その他リスク管理に係る必要な事項の実施に関すること。 
２ 危機発生時は関連組織と連携し、次の各号に掲げる業務を行う。 
 (１) 情報の収集、整理、分析及び伝達に関すること。 
 (２) 対応方針及び対応策の決定に関すること。 
 (３) 関係機関との連絡、調整に関すること。 
 (４) その他室長が必要と認める業務 
３ リスク管理室は、危機を処理するにあたり、必要に応じて、本校内の手続を省略することができるものとする。
４ 前項により行われた危機の処理内容等については、対応状況を運営会議に報告するものとする。 
 
（機構本部リスク管理本部等との連携） 
第９条 リスク管理室は、リスク管理を総合的かつ有機的に実施するため、機構本部リスク管理本部と相互連携を図
るものとし、必要に応じて関係行政機関及び保護者等と連携して対応するものとする。 

 
（危機発生時への通報等） 
第10条 学生、教職員等は、緊急に対処すべき危機の発生又は発生する恐れがあることを発見した場合は、総務課又
は学生課（時間外の場合は宿日直者）に速やかに通報しなければならない。 

２ 総務課又は学生課（時間外の場合は宿日直者）は、前号の通報を受け、又は自ら危機を発見した場合は、直ちに
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リスク管理室員に通報しなければならない。 
３ リスク管理室員は、前項の通報を受け、又は自ら危機を発見した場合は、直ちにリスク管理室長に報告するとと
もに、当該危機の状況を確認し、対処方法等を協議しなければならない。 

４ 前項の協議により対処方針等を決定したときは、リスク管理室が対処に当たるものとする。 
５ 前項に定めるもののほか、室長は、危機によっては、関連組織が危機の対応に当たることが適切と判断したとき
は、関連組織の長に対処を委ねるものとする。対処を委ねられた関連組織の長は、危機の内容、対処方針、対処状
況及び経過等について、随時、室長に報告するものとする。 

 
（校長に事故ある時の措置） 
第11条 校長に事故ある時は、副校長がこの規則に基づき、リスク管理に対処するものとする。 
 
（秘密保持の義務） 
第12条 本校のリスク管理又はリスク対策に関する業務に従事する教職員は、その業務に関して知ることができた秘
密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

 
（事務） 
第13条 リスク管理に関する事務は、総務課が行う。 
 
（雑則） 
第14条 この規則に定めるもののほか、リスク管理に関し必要な事項は、校長が別に定める。 
 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）
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資料11－１－②－７

「危機管理基本マニュアル」 

 

（出典 高知高専 危機管理基本マニュアル P.３）
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資料11－１－②－８

「南海地震に向けての総点検実施の中間取りまとめと今後の検討事項等について」（抜粋） 

 

（出典 リスク管理室会議 資料１）
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資料11－１－②－９

「高知高専意見箱」の開設について 
「高知高専意見箱」の開設について 

１ 趣旨 
  高知高専における学校運営上の課題、問題点を早期に把握し、その改善

に資することを目的として、教職員及び学生、保護者からの意見、要望、

指摘等を直接受け付けることのできる体制を整備する。 
 
２ 教職員、学生及び保護者からの意見等 
 （教職員） 
  ① 高知高専教職員インフォメーションボード（本校の教職員からのみ

アクセス可能）に意見等の送信フォーム（意見箱）を設置し、意見等

を入力・送信する。 
  ② 送信フォーム（意見箱）から送信された内容は、総務課長、総務課

長補佐（総務担当）、総務係（以下、「総務課」という。）が受信する。

 （学生及び保護者） 
  ③ 学生については、意見箱を設置して対応する。 
  ④ 保護者への対応については、学生課に窓口を設け、文書、電話など

でご意見を寄せていただく他、定期的に開催する、後援会地区会でも

ご意見を聴取することとする。 
 
３ 意見等の対応 
  ① 総務課・学生課（以下「担当部署」という。）にて、意見の内容を

精査し、関係部署に送付するとともに、校長、三主事、事務部長（以

下、「校長等」という。）に報告する。 
  ② 関係部署において対応策（改善、再発防止等）の検討を行う。 
  ③ 関係部署より検討結果を校長等に報告する。 
  ④ 意見等に対する回答については、担当部署又は関係部署から原則、

教職員・学生・保護者へ直接行うこととし、匿名の場合は、情報公開

をもって回答に代える 
 

 
４ 情報の公開 
  ① 原則、教職員、学生及び保護者の意見等の概要及び回答をイン

フォメーションボードに掲載する。 
 （学生） 
  ② 必要に応じ、意見等の概要及び回答を、校内掲示板に掲載する。

 （保護者） 
  ③ 保護者への回答は、後援会地区会等の開催時に報告又は、保護

者へ定期的に送付する通信文書において意見等の概要及び回答

を掲載する。 
  ④ 情報の公開にあたっては、個人情報に留意するものとする。 
 
５ データの管理 
   担当部署において検討結果等を整理し、データベース化する。 
 
６ その他留意事項 
 ① 「高知高専意見箱」の設置・運用は、平成２２年８月１日から開

始する。 
 ② 意見、要望、指摘等のメールを送信したことを理由に、当該教職

員、学生に対し、不利益な取り扱いを行わない。ただし、虚偽、誹

謗中傷等不正を目的とする内容の場合を除く。 
 ③ 匿名のメールも受け付けることとする。 
 

（出典 平成22年７月15日開催 運営会議資料）

 

 

資料11－１－②－10

「高知高専意見箱」への投稿・回答 

（出典 学内ウェブサイト「高知高専教職員インフォメーションボード」）
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（分析結果とその根拠理由） 

 管理運営の諸規程は「高知工業高等専門学校規則集」として整備され，グループウェアに掲載する

ことにより，教職員はいつでも閲覧できる状態にあり周知が図られている。 

 また，セキュリティ上問題のない規程については，本校公式ウェブサイトにより一般にも公表して

いる。 

 これらの規程により，各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，学校の目的を達成するため

効果的に活動している。 

 さらに，危機管理に係る体制についても，南海地震に向けての総点検の実施・検討・実施や，意見

箱の運用等の具体的な対策が実施されており，機能していると判断される。 

 

 



高知工業高等専門学校 基準 11 

393 
 

観点11－２－①： 自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活動の総

合的な状況に対して行われ，かつ，その結果が公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校においては，平成22年９月16日に策定した「第２期中期計画・年度計画 PDCAサイクル」（資料

11－２－①－１）により，「Plan：計画」，「Do：実施及び運用」，「Check：点検・検証」，「Action：改

善・見直し」などに関して，運営会議，リエゾン・企画委員会（資料11－２－①－２），自己点検評価

委員会（資料11－２－①－３），関係委員会により毎年業務の改善・見直しを実施している。高専機構

の中期計画・年度計画に沿った項目を基本として，毎年４月には当年度の年度計画（資料11－２－①

－４）を，３月には前年度の年度計画の実施結果を作成し機構本部に報告している。 

 また，自己点検・評価については，５年ごとに自己点検・評価報告書を作成することとなっており，

直近では平成19年度に，平成14年度から平成18年度までの５年間の自己点検・評価を行い，報告書を

作成し高知高専ウェブサイトで公表している（資料11－２－①－５～７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料11－２－①－１

「第２期中期計画・年度計画 PDCAサイクル」 

 

 
（出典 平成22年９月16日開催 運営会議資料）
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資料11－２－①－２

「高知工業高等専門学校リエゾン・企画委員会規則」 

 
高知工業高等専門学校リエゾン・企画委員会規則 

                                制  定 平成１０年３月５日 
 （設置） 
第１条 高知工業高等専門学校に、高知工業高等専門学校リエゾン・企画委員会（以下「委員会」という。）
を置く。 

 （審議事項） 
第２条 委員会は、次に掲げる事項について審議する。 
 (１) 将来構想に係る事項 
 (２) 中期計画、年度計画の企画及び立案 
 (３) 社会貢献に関する企画及び立案 
 (４) 他法人等との連携に関する重要な事項 
 （組織） 
第３条 委員会は、次の委員で組織する。 
 (１) 校長 
 (２) 教務主事、学生主事及び寮務主事 
 (３) 専攻科長 
 (４) 地域連携センター長 
 (５) 教育改善推進室長 
 (６) 各学科代表教員 
 (７) 事務部長 
 (８) 校長が指名した者 若干人 
 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。 
２ 委員長は、委員会を主宰する。 
 （委員以外の出席） 
第５条 委員長は、必要に応じて委員以外の者を出席させることができる。 
 （事務） 
第６条 委員会の事務は、総務課において処理する。 
 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）
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資料11－２－①－３

「高知工業高等専門学校自己点検評価委員会規則」 
 

高知工業高等専門学校自己点検評価委員会規則 
                                制  定 平成２２年９月１６日
 （設置） 
第１条 高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、点検評価に関する事項を審議するため、高
知工業高等専門学校自己点検評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （審議事項） 
第２条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 
 一 自己点検評価に関すること 
 二 外部評価に関すること 
 三 認証評価に関すること 
 四 JABEEの技術者教育プログラムの認定に関すること 
 五 中期計画・年度計画の点検及び評価に関すること 
 六 自己点検評価報告書の作成及び公表に関すること 
 七 その他点検評価に関すること 
 （組織） 
第３条 委員会の委員は、高知工業高等専門学校運営会議規則第３条各号に規定する委員をもって組織す
る。 

 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。 
２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
３ 委員会に副委員長を置き、教務主事をもって充てる。 
 （委員以外の者の出席） 
第５条 委員長が必要と認めた場合は、委員以外の者を委員会に出席させ、意見を聴くことができる。 
（専門部会） 
第６条 委員会に第２条各号に定める事項を調査検討するため、必要に応じ専門部会を置くことができ
る。 

２ 専門部会に関し必要な事項は、委員会が別に定める。 
（事務） 
第７条 委員会の事務は、総務課において処理する。 
 （雑則） 
第８条 この規則に定めるもののほか、点検及び評価に関し必要な事項は、委員会が別に定める。 
 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）
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資料11－２－①－４

「第２期中期計画・年度計画」（抜粋） 

 

 

（出典 第２期中期計画・平成24年度年度計画）
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校の改善システムとして，スパイラルアップを目的とする全校的な仕組みが構築されており，

「Plan：計画」，「Do：実施及び運用」，「Check：点検・検証」，「Action：改善・見直し」などに関し

て，リエゾン・企画委員会及び自己点検評価委員会が中心となり，関係委員会などが有機的に協力し

合い，各種委員会などの特色を活かしながら運営されている。 

 また，５年ごとに実施されている自己点検・評価報告書は，平成14年度及び平成19年度が高知高専

の公式ウェブサイトで公表されている。 

 以上のことから，自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活動の総合

的な状況に対して，システムが整備され，有効に運営されており，かつ，その結果が公表されている。 
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観点11－２－②： 自己点検・評価の結果について，外部有識者等による検証が実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では，外部評価として参与会及び日本技術者教育認定機構(JABEE)による継続審査を実施してい

る。 

 

１）参与会（参与会規則（資料11－２－②－１）） 

 外部アドバイザーシステムであり，毎年１回開催している。参与は，本校の職員以外の者で，本校

の基本理念に理解があり，高等専門学校の教育に関し，広く，かつ，高い識見を有する者のうちから，

校長が委嘱（平成22年度の参与会委員名簿（資料11－２－②－２））している。参与は，本校の運営に

関し，校長の求めに応じて意見を述べるものとしており，本校の研究の目的の達成状況を確認，改善

を図るための意見を伺うことができる。平成23年度で第14回を数え，毎回，報告書を作成し，平成18

年度より本校ウェブサイト（資料11－２－②－３，４）で公開している。 
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資料11－２－②－１

「高知工業高等専門学校参与会規則」 
 

高知工業高等専門学校参与会規則 
                                     制  定 平成１７年１０月２０日 
 （設置） 
第１条 高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、高知工業高等専門学校参与会（以下「参与会」という。）
を置く。 

 （目的） 
第２条 参与会は、校長の諮問に応じ、本校の管理運営及び教育研究活動の状況に応じて審議し、学校運営の一層の発
展に資することを目的とする。 

 （組織） 
第３条 参与会は、精深な学識を有すると認められる学外の委員をもって組織する。 
２ 前項の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残
任期間とする。 

 （委員長） 
第４条 参与会に委員長を置き、校長が指名する。 
２ 委員長は、参与会を主宰する。 
 （参与会） 
第５条 参与会は、年１回以上開催する。 
 （結果の報告） 
第６条 参与会は、審議の結果を校長へ報告しなければならない。 
 （公表等） 
第７条 校長は、前条の報告を受けたときは、学内外へ公表するとともに、本校の目的及び社会的使命の達成を図るも
のとする。 

 （庶務） 
第８条 参与会の庶務は、総務課において処理する。 
 （雑則） 
第９条 この規則に定めるもののほか、参与会の運営に関し必要な事項は、校長が定める。 
 

（出典 高知工業高等専門学校規則集）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料11－２－②－２ 

「平成22年度 参与会委員名簿」 

 所属・役職 氏  名 

委員長 豊橋技術科学大学 高専連携室長 ＊＊＊＊＊＊＊ 

委 員 高知県教育委員会 教育次長 ＊＊＊＊＊＊＊ 

〃 四国電力株式会社 常務取締役 ＊＊＊＊＊＊＊ 

〃 社団法人高知県工業会 会長 ＊＊＊＊＊＊＊ 

〃 高知工科大学 総合研究所長 ＊＊＊＊＊＊＊ 

〃 高知工業高等専門学校校友会 会長 ＊＊＊＊＊＊＊ 

〃 高知新聞社 論説委員室委員長 ＊＊＊＊＊＊＊ 

〃 南国市長 ＊＊＊＊＊＊＊ 

〃 株式会社高知銀行 代表取締役専務 ＊＊＊＊＊＊＊ 

〃 
高知県中学校校長会 代表 
南国市立香南中学校長 

＊＊＊＊＊＊＊ 

（出典 平成 22 年度 参与会報告書（高知高専ウェブサイト）P.40） 
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２）日本技術者教育認定機構(JABEE)による継続審査 

 平成12年に本校４学科に修業年限２ヶ年の専攻科が設置され，平成14年(建設工学教育プログラ

ム),15年(機械・電気工学教育プログラム及び物質工学教育プログラム)には日本技術者教育認定機構

(JABEE)によって本校全専攻の教育システム及びその内容が国際水準であると認定された。 

 その後，平成16年(建設工学教育プログラム),平成17年(機械・電気工学教育プログラム及び物質工

学教育プログラム)には中間審査を受審し，平成19年(建設工学教育プログラム),平成20年(機械・電気

工学教育プログラム及び物質工学教育プログラム)には継続審査を受審し，日本技術者教育認定機構

(JABEE)によって継続認定された。 

 さらに，平成23年(物質工学教育プログラム)には中間審査を受審し，平成24年(建設工学教育プログ

ラム)には継続審査を受審する予定である。 

 JABEEによる外部評価の受審状況は次の表（資料11－２－②－５）のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の管理運営及び教育研究活動の状況に応じて審議し，学校運営の一層の発展に資することを目

的として参与会を設け，外部有識者等により本校の自己点検・評価状況について検証が実施されてい

る。 

 また，JABEEによる外部評価も受審しており継続敵に認定されている。 

 以上のことから，自己点検・評価の結果について，外部有識者等による検証が実施されていると判

断される。 

 

 

資料11－２－②－５ 

「JABEEによる外部評価の状況」 

 認定 (中間審査) 継続認定 (中間審査) 継続認定 

建設工学教育プログラム 平成14年 平成16年 平成19年 － 平成24年(予定)

機械・電気工学教育プログラム 平成15年 平成17年 平成20年 －  

物質工学教育プログラム 平成15年 平成17年 平成20年 平成23年  

 

（出典 総務課作成資料） 
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観点11－２－③： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校においては，平成22年９月16日に策定した「第２期中期計画・年度計画 PDCAサイクル」（資料

11－２－③－１）により，「Plan：計画」，「Do：実施及び運用」，「Check：点検・検証」，「Action：改

善・見直し」などに関して，運営会議，リエゾン・企画委員会，自己点検評価委員会，関係委員会に

より毎年業務の改善・見直しを実施する仕組みが構築されている。リエゾン・企画委員会及び自己点

検評価委員会の審議事項は，それぞれの規則（資料11－２－①－２，資料11－２－①－３）に明記さ

れている。 

 実務的な流れとしては，「中期計画・年度計画ＰＤＣＡサイクルに係る年間スケジュール」（資料11

－２－③－２）により実施されている。 本校の特長的な点としては，年度当初に作成した年度計画

のExcel表に，関係委員会等が事項ごとに進捗状況や実施予定を追記していき，関係委員会等で自己評

価点（ＡＡ，Ａ，Ｂ，Ｃの４段階評価（ＡＡ：計画を上回って実施できた，Ａ：計画どおり実施でき

た（実施予定），Ｂ：計画が十分に実施できていない，Ｃ：計画が全く実施できていない）による評価

を行い，さらに自己点検評価委員会でそれらについて評価を行う。これら一連の運用管理を，年度計

画のExcel表（資料11－２－③－３，４）により行うことで，情報共有が図られ，進捗管理がスムース

に行われている。さらに，次年度にも継続されていくことにより，PDCAサイクルが効率的かつ継続的

に行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料11－２－③－１

「第２期中期計画・年度計画 PDCAサイクル」 （再掲 資料11－２－①－１） 

 

 
（出典 平成22年９月16日開催 運営会議資料）
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資料11－２－③－２

「中期計画・年度計画ＰＤＣＡサイクルに係る年間スケジュール」 

 

中期計画・年度計画ＰＤＣＡサイクルに係る年間スケジュール 

 

４月 ・当該年度の「年度計画（案）」についてリエゾン企画委員会で審議 

   ・当該年度の「年度計画（案）」について運営会議で審議 

   ・年度計画、年度計画（概要）を機構本部へ提出（４月末日頃） 

   ・関係委員会、各課、係等へ年度計画の実施・運用について周知（校長） 

   ・関係委員会で実施・運用 

 

５月 ・当該年度の「年度計画」に係る理事長ヒアリング実施（校長、教務主事） 

    ヒアリング事項：①学校における年度計画） 

            ②中期計画期間における将来構想の進捗状況 

            ③学校における課題と認識している事項 

    ②、③に関する説明資料は、５月上旬までに機構へ提出 

 

９月 ・年度計画の進捗状況を関係委員会等へ提出依頼（自己点検評価委員会） 

   ・関係委員会で進捗状況を点検、必要に応じて見直し 

 

10月 ・関係委員会等から年度計画の進捗状況（中間報告）を自己点検評価委員会に報告 

   ・年度計画の進捗状況（中間報告）について自己点検評価委員会で評価の実施 

   ・運営会議に年度計画の進捗状況を報告（自己点検評価委員会から） 

   ・年度計画進捗状況（中間報告）報告書の作成（機構本部へ報告） 

 

12月 ・年度計画の進捗状況（年度末分）を関係委員会等へ提出依頼（自己点検評価委員会）12月末日ころまで 

   ・関係委員会で進捗状況（年度末分）を点検し報告 

 

１月 ・年度計画の進捗状況（年度末分）について自己点検評価委員会で評価の実施 

   ・運営会議に年度計画の進捗状況を報告（自己点検評価委員会から） 

    （参与会の資料に使用するため） 

 

２月 ・参与会の開催 

    ○昨年度の参与会指摘事項への対応確認 

    ○年度計画の実施状況の確認 

    ○参与会説明資料の確認 

   ・年度計画の実施状況（最終分）を関係委員会等へ提出依頼（自己点検評価委員会）３月上旬まで 

   ・関係委員会で実施状況を点検、取りまとめをし、報告 

 

３月 ・年度計画の進捗状況（最終分）について自己点検評価委員会で評価の実施 

   ・運営会議に当該年度の年度計画の実施状況を報告 

   ・当該年度の年度計画の実施状況を機構本部に報告 

   ・最終年度には、総括（実績、次期への課題等）実行できなかったものについては、その原因の分析を行う。

 

   ・リエゾン企画委員会にて次年度の年度計画（案）の策定 

 

    毎年このサイクルで実施していく。 

 

（年度計画の資料作成や委員会開催通知等の事務担当） 

 ○運営会議      → 総務係 

 ○リエゾン企画委員会 → 総務係 

 ○自己点検評価委員会 → 企画係 

 ○参与会       → 総務係 

 ○機構本部への報告及び対応窓口 → 企画係 

（出典 総務課作成資料）
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資料11－２－③－３

「高知高専 将来構想(中期計画)・平成23年度 年度計画 進捗状況表」（抜粋）(A3判左側のページ)

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度自己点検評価委員会資料）
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資料11－２－③－４

「高知高専 将来構想(中期計画)・平成23年度 年度計画 進捗状況表」（抜粋）(A3判右側のページ) 

（出典 平成23年度自己点検評価委員会資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校の改善システムとして，スパイラルアップを目的とする全校的な仕組みが構築されており，

「Plan：計画」，「Do：実施及び運用」，「Check：点検・検証」，「Action：改善・見直し」などに関し

て，リエゾン・企画委員会及び自己点検評価委員会が中心となり，関係委員会などが有機的に協力し

合い，各種委員会などの特色を活かしながら運営されている。 

 以上のことから，自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活動の総合

的な状況に対して，システムが整備され，有効に運営されていると判断される。 
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観点11－３－①： 外部有識者等の意見や第三者評価の結果が適切な形で管理運営に反映されてい

るか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では，外部有識者を構成員とする総合的な点検･評価組織として，平成９年度から参与会を設け，

毎年開催している。会では，参与のそれぞれの社会的立場(大学教育，工学教育，企業の立場，地域教

育等)からの意見やアドバイスを，直接本校の教育・管理運営等の改善策に反映させている。また，参

与会は本校の全教職員に公開されている。 

 日本技術者教育認定機構(JABEE)による継続審査を受審しており，本校の教育・管理運営等の改善策

に反映させている。 

 その他，学生や保護者，地域の企業からの直接的な意見も積極的に取り入れ，点検・改善に生かし

ている。学生は授業評価アンケート，保護者は保護者会・後援会，また，企業，卒業生からの要望は

それぞれ対象のアンケート調査を行い，その調査結果を取りまとめ，各種委員会にフィードバックし，

点検･改善を行っている。 

 具体的な事例については資料11－３－①－１のとおりである。 

 

 

資料11－３－①－１

「管理運営に具体的に反映された事例」 

№ 事     項 

１  平成17年度に実施された機関別認証評価の認証評価結果として，当該高等専門学校の主な改善

を要する点として挙げられた，「教員の採用について，採用基準等が明文化されていない。」こと

について，「高知工業高等専門学校教員選考基準（制定 平成21年10月15日）」及び「高知工業高

等専門学校非常勤講師雇用基準（制定 平成18年２月16日）」を制定し改善を図った。 

２  平成21年度に開催された参与会で，委員より「技術科学大学は高専のためにある大学なので高

専から積極的に利用・連携していただきたい。また，各高専間の連携やOBの方々との連携という

のも次の中期計画の中で，是非積極的に進めていただきたい。」（資料11－２－②－４）とのご意

見を頂いたことを受け，「北陸先端科学技術大学院大学と推薦入学に関する協定」を平成23年11

月18日に締結（資料11－３－②－１）した。 

３  平成21年度に開催された参与会で，委員より「体験からくるものと知識が一緒になるという意

味で，短期・長期のインターンシップなどにも力を入れていただければ，グローバル社会に対応

した，語学力をもった実践的な技術者が育成できる。」（資料11－２－②－４）とのご意見を頂い

たことを受け，海外インターンシップ（資料11－３－②－５）やTOEIC試験（資料11－３－②－

３）の充実を図っている。 

４  平成21年度に開催された参与会で，委員より「高知銀行としても，科学や自然現象に興味を持

ってもらえるような科学教室などを高専と連携して実施していきたい。」（資料11－２－②－４）

とのご意見を頂いたことを受け，平成18年２月21日に締結した「株式会社高知銀行と連携協力協

定」（資料11－３－②－１）に基づき「こども金融・科学教室」を資料11－３－①－２のとおり

実施している。 
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５  平成22年度に開催された参与会で，委員より「高専の良さは進路である。100％という就職率

をもっとアピールしていただきたい。また，学科別に大学への進学状況もアピールのひとつであ

る。自信を持って「将来の進路・選択肢」を啓発していくべきである。そのツールとしてマスコ

ミ（高知新聞）を有効に利用していただきたい。」（資料11－２－②－４）とのご意見を頂いたこ

とを受け，受験生に対して本校の教育内容及び学科等の概要を紹介する目的で，新聞折り込みチ

ラシ（資料11－４－①－４）及び高知新聞第１面紙上に広告（資料11－４－①－５）を掲載した。

 （出典 総務課作成資料）

 

 

資料11－３－①－２

「株式会社高知銀行と連携協力協定に基づき開催した「こども金融・科学教室」の実施状況」 

 

開 催 日 開催場所 

高知高専ニュース（高知高専ウェブサイト） 

2012/03/03(土) 安芸郡奈半利町 奈半利町保健福祉センター 

http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/news/kochikosennews20120303.html 

2011/08/27(土) 高知市 高知銀行本店 

http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/news/kochikosennews20110827.html 

2010/07/10(土) 高岡郡梼原町 地域活力センター ゆすはら・夢・未来館 

http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/news/kochikosennews20100715.html 

2010/03/13(土) 高知市 高知銀行本店 

http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/news/kochikosennews20100319.html 

2009/02/28(土) 高知市 高知銀行本店 

http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/news/kochikosennews20090304.html 
 

（出典 高知高専ウェブサイトの「高知高専ニュース」）

http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/news/

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 「第２期中期計画・年度計画 PDCAサイクル」（資料11－２－①－１）に則り，リエゾン・企画委員

会にて，自己点検評価委員会の評価，参与会の提言等を次年度の年度計画に反映させており，外部有

識者の意見が適切な形で管理運営に反映されていると判断される。 
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観点11－３－②： 学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では，学校の目的を達成するために，次のような外部の教育機関等と協定を締結（資料11－３

－②－１）し積極的に活用している。外部の教育資源の利活用事例一覧表は資料11－３－②－２に示

すとおりである。 

資料11－３－②－１ 
「連携協定締結状況」 

 

（出典 産学技術交流のあゆみ第５号 P.15） 
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資料11－３－②－２

外部の教育資源の利活用事例一覧表 

外部の教育資源の利活用事例一覧表 

№ 事  項 目 的 等 の 概 要 

１ 協定校であるSydney Institute 

of Technologyに海外語学研修を

実施（隔年） 

（資料11－３－②－３）

学生並びに教員の交流を通じて，対等で友好的な関係

を築き，教育並びに学術研究の両面で協力を促進する

ために協定を締結し，隔年で実施している。 

２ TOEIC試験の実施 

（資料11－３－②－４）

専攻科生については，JABEE対応教育プログラム修了要

件の１つとなっており「５．TOEICスコア400点相当以

上の英語能力を有し，外部において研究発表を行うこ

と」と規定されており実施している。 

（出典 「専攻科学生の手引」P.７）

本校の中期計画として，「⑦英語教育の充実」が挙げら

れており，平成23年度には本科において，実用英語検

定，工業英語検定及びTOEICスコアを単位化し受験促進

を図る。 

（出典 「平成23年度 年度計画」，「学生便覧」）

３ 海外インターンシップへの参加 

（資料11－３－②－５）

「国際的に活躍できる能力を持つ実践的な技術者の養

成を行うこと及びそのための共同教育の促進を図るこ

とを目的とする」 

（出典 平成22年10月４日付高専機構理事長名での推

薦依頼文 「平成22年度第３回「海外インターンシッ

ププログラム」の実施について（依頼）」より引用） 

４ 単位互換制度を締結した大学等

との制度活用 

（資料11－３－②－６）

「相互の交流と協力を促進し，教育内容の充実を図る

ことを目的として，授業科目の単位互換を行う」 

（出典 「高知大学と高知工業高等専門学校における

単位互換に関する協定書」より抜粋） 

５ 産学協同教育プログラムの活用 

（資料11－３－②－７）

「 相 互 に 連 携 し て 産 学 協 同 教 育 （ Cooperative 

Education コーオプ教育）を行うと共に，産学協同教

育を通じた研究交流により，工業会の会員企業の発展

に寄与する」 

（出典 「産学協同貴養育・研究に関する協定書」よ

り抜粋） 

６ 各種ワークショップ，講習会，

研修会，講演会等への積極的な

参加 

（資料11－３－②－８）

文部科学省，人事院，総務省，四国行政評価支局，(独)

国立高専機構，(独)大学評価・学位授与機構，(独)日

本学術振興会，(独)日本学生支援機構，国立情報学研

究所，高知県教育委員会，日本工業教育協会，四国地

区大学教職員開発ネットワーク，国立大学，高専，放

送大学，その他が主催する各種ワークショップ，講習

会，研修会，講演会等に積極的に参加している 

７ 高知高専テクノフェローと連携

し，本校ＯＢ人材等の活用 

（資料11－３－②－９）

現職や定年退職した高専の卒業生の技術や実体験を，

学生の教育に役立てる取り組みの一環として，先輩に

よる授業を実施している。 
 

（出典 総務課作成資料）
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資料11－３－②－３

「協定校であるSydney Institute of Technology海外語学研修への参加状況」 

 

（出典 学生課資料）

 

 

資料11－３－②－４

「TOEIC試験の受験状況」 

 

TOEIC試験の受験者数（人） 

 平成22年 平成23年 平成23年 

６月 12月 ６月 12月 １月 

TOEIC IP 47 48 45 60 － 

TOEIC Bridge IP － － － － 160 

 

（出典 学生課資料を集計）
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資料11－３－②－５

「海外インターンシップへの参加状況」 

 

（出典 選考結果通知書）

 

資料11－３－②－６

「単位互換制度を締結した大学等との制度活用状況」 

 

年度 専攻 開講大学・学部 受講科目 単位 

平 

成 

20 

年 

度 

物質工学専攻 高知大学農学部 分子遺伝学 ２ 

物質工学専攻 高知大学農学部 分子遺伝学 ２ 

物質工学専攻 高知大学農学部 水質学 ２ 

建設工学専攻 高知大学農学部 流域水環境保全学 ２ 

平 

成 

21 

年 

度 

物質工学専攻 高知大学農学部 水質学 ２ 

物質工学専攻 高知大学農学部 水質学 ２ 

物質工学専攻 高知大学農学部 水質学 ２ 

物質工学専攻 高知大学農学部 水質学 ２ 

（出典 成績等の個人情報が含まれるため，高知大学からの成績通知書の必要部分を転記）
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資料11－３－②－７

「産学協同教育プログラム（専攻科インターンシップ）」 

 

（出典 産学技術交流のあゆみ第５号 P.14）
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資料11－３－②－８

「教職員の研修状況（平成23年度）」 （抜粋） 

（出典 総務課作成資料）
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資料11－３－②－９

「高知高専テクノフェローと連携し，本校ＯＢ人材等の活用状況（平成23年度）」 

 

（出典 高知高専テクノフェローのウェブサイトからの転載）

http://techno.kochi-ct.jp/modules/system/modules/menu/main.php?page_id=70&op=change_page 
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（分析結果とその根拠理由） 

 学校の目的を達成するために，卒業生，企業技術者，近隣高専，近隣大学，協定校等の外部教育資

源を積極的に活用し，学生はもとより教職員に於いても，本校教育の質向上に活用している。 
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観点11－４－①： 高等専門学校における教育研究活動等の状況や，その活動の成果に関する情報

を広くわかりやすく社会に発信しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校における教育研究活動等の状況関す情報発信手段は，ウェブサイト（資料11－４－①－１）の

ほか刊行物等（資料11－４－①－２）として学校要覧，高知高専パンフレット，Enjoy高専，専攻科パ

ンフレット，高知高専だよりなどがあり，高専だよりは年２回，それ以外については年１回発行して

いる。 

 平成23年度に施行され，学校教育施行法規則第172条の２に示された全ての項目について，ウェブサ

イトに分かり易くまとめられ，広く一般社会に対して情報発信を行っている（資料11－４－①－３）。 

 平成22年度の参与会にて，委員より「マスコミを有効に利用していただきたい」とのご意見をいた

だいたことを受け，新たな試みとして，平成23年11月30日 新聞折り込みチラシ（高知市,南国市,香南

市,香美市）（資料11－４－①－４）を配布し，平成23年12月16日 高知新聞 第１面紙上にも広告（資

料11－４－①－５）を掲載した。 

 また，教育研究の成果や，公表した情報がマスコミ等により報道された記事について情報収集を行

っており，毎月定例の運営会議に資料として報告している（資料11－４－①－６）。 
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資料11－４－①－１

「ウェブサイトで公表している教育研究活動等の状況」 

「ウェブサイトで公表している教育研究活動等の状況」 

名称等 高知高専ウェブサイトのURL 

学校案内（概要） http://www.kochi-ct.ac.jp/college/index.html 

教育情報の公表 
（資料11－４－①－３）

http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/kyoiku_jyoho/ 

学校行事 http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/yotei/index.html 

総合科学科 http://www.ge.kochi-ct.ac.jp/ 

機械工学科 http://www.me.kochi-ct.ac.jp/ 

電気情報工学科 http://www.ee.kochi-ct.ac.jp/ 

物質工学科 http://www.ms.kochi-ct.ac.jp/ 

環境都市デザイン工学科 http://www.ce.kochi-ct.ac.jp/ 

専攻科 http://senkoka.kochi-ct.ac.jp/ 

地域連携センター http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/sangaku/koryu.html 

図書館 http://lib.kochi-ct.ac.jp/ 

情報処理センター http://jyoho.kochi-ct.jp/ 

教育改善推進室 http://www.kochi-ct.ac.jp/k-kaizen/ 

学生相談室 http://sodan.kochi-ct.jp/ 

環境マネジメント室 http://e-management.kochi-ct.jp/ 

学術紀要 http://lib.kochi-ct.ac.jp/kiyou.html 

研究者総覧 http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/ksouran/souran/index.htm 

研究シーズ集 http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/sangaku/seeds.html 

研究設備 http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/sangaku/facilities/index.html 

公開講座 http://www.jm.kochi-ct.ac.jp/sangaku/activity/kkouza/index.html 

シラバス http://www.kochi-ct.ac.jp/syllabus/index.html 

学校紹介ビデオ http://www.kochi-ct.ac.jp/movie/index.html 

校内360°ビュー http://www.kochi-ct.ac.jp/vrml/annai.html 

切正寮 http://www.kochi-ct.ac.jp/sessei/index.shtml 

文部科学省・平成21年度 大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】
大学教育推進プログラムで採択された 
「自己成長力を加速する次世代ICT活用教育」 

http://gp.kochi-ct.jp/ 

 

（出典 高知高専ウェブサイトで公表している主要な項目を総務課で作成した資料）
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資料11－４－①－２

「刊行物（冊子，パンフレット，チラシ等）」 

 

「刊行物（冊子，パンフレット，チラシ等）」 

広報誌名 編集方針の概要 配布対象 
発行部数 
（部） 

発行 
頻度 

担当 
部署 

学校要覧 
本校の組織，学科，学生の概要
及び進学・就職状況等の紹介を
する 

中学校 
企業 
教職員 
他高専等 

     800 １回/年 総務課 

学術紀要 本校教員の研究論文集 
教員 
他高専等 

     250 １回/年 総務課 

産業技術交流のあゆみ 
～地域連携センター 
広報・研究シーズ集～ 

高知銀行・企業等に対し本校の
研究シーズを紹介する 

高知銀行 
企業等 

     100 １回/年 総務課 

高知高専パンフレット 
受験生に対して本校の教育内
容及び学科等の概要を紹介す
る 

高知県内中学
校，四国内中学
校等 

   6,500 １回/年 学生課 

Enjoy高専 
受験生に対して本校の教育内
容及び学科等の概要を紹介す
る 

高知県内中学
校，四国内中学
校等 

   6,500 １回/年 学生課 

専攻科パンフレット 学校紹介時 
学校紹介時の
訪問校の校長
等 

   1,000 １回/年 学生課 

高知高専だより 

主として保護者及び学生との
連絡を密にし，相互の理解と親
和を図るために広報活動の一
環として発行する 

保護者 
本校学生 
教職員 
中学生 
他高専等 

   1,350 ２回/年 学生課 

新聞折り込みチラシ 

（資料11－４－①－４） 

受験生に対して本校の教育内
容及び学科等の概要を紹介す
る 

高知市， 
南国市， 
香南市， 
香美市 

 115,000 １回/年 学生課 

高知新聞に広告掲載 
（資料11－４－①－５） 

受験生に対して本校の教育内
容及び学科等の概要を紹介す
る 

高知県 
全域 

       ※ 

 207,368 
１回/年 学生課 

                 ※ 高知新聞広告社が公表している高知新聞の発行部数 

                  （2010年８月現在） 

                  （http://www.kochinews.co.jp/ad/market_top.htm） 
 

（出典 総務課作成資料）
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資料11－４－①－３

「学校教育法施行規則第172条の２に規定する教育情報の公表」 

 

高知高専ＨＰ ＞ 教育情報の公表 

（出典 高知高専ウェブサイト「教育情報の公表」）
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資料11－４－①－４

「新聞折り込みチラシ（Ａ４判，両面，カラー印刷）」 

（表面） （裏面） 

（出典 平成23年11月30日(水) 高知市,南国市,香南市,香美市に配布した新聞折り込みチラシ）

 

 

資料11－４－①－５

「高知新聞に広告掲載」 

 
 

（出典 平成23年12月16日(金) 高知新聞 第１面紙上）
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資料11－４－①－６

「平成23年度 報道・取材依頼一覧表」 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校における教育研究活動等の状況は，ウェブサイトのほか刊行物として学校要覧，高知高専パン

フレット，Enjoy高専，専攻科パンフレット，高知高専だよりなどがあり，同刊行物のウェブサイトへ

の掲載により，学校教育施行法規則第172条の２に示された全ての項目について，広く一般社会に対し

て情報を発信していると判断される。 

 

（出典 運営会議資料（毎月報告資料））
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 運営会議をはじめ，各種委員会の役割が明確にされ，それぞれが有機的に連携しながら，学校の目

的達成に向けて機能している。 

 校長のリーダーシップがより発揮しやすいように，三主事のうち教務主事及び専攻科長を副校長，

学生主事及び寮務主事を校長補佐として配置している。各主事の下には数名の主事補佐を置き，より

機動性のある組織としている。さらに，校長の命により，入試制度担当の校長補佐を配置している。

事務部においても各種委員会へのサポート体制が整備されている。 

 また，参与会等の外部評価の結果についても「自己点検評価委員会」等の各種委員会において検討

され，継続的に改善を進めるために，PDCAサイクルが構築されており有効に機能している。 

 教育研究活動の状況や，その他活動成果においても，ウェブサイトでの教育情報の公表ほか，各種

印刷物での配布等により広くわかりやすく社会に発信されている。 

 

 （改善を要する点） 

 該当なし 

 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

 校長のリーダーシップがより発揮しやすいように，三主事のうち教務主事及び専攻科長を副校長，

学生主事及び寮務主事を校長補佐として配置している。各主事の下には数名の主事補佐を置き，より

機動性のある組織としている。さらに，校長の命により，入試制度担当の校長補佐を配置している。 

 また，各学科には学科長，各専攻には専攻主任が配置され，主事・学科長等の役割については，内

部組織規則等により明確化しており，意思決定が円滑に行われるように配慮できている。 

 また，委員会組織としては，校長が主宰する運営会議の下に各種委員会が設置され，校長による最

終意思決定が行われていることから，校長のリーダーシップの下に効果的な意思決定が行える態勢が

構築されている。 

 自己点検評価においても，外部評価を含めたPDCAサイクルが構築されており有効に機能している。 

 教育研究活動の状況や，その他活動成果においても，ウェブサイトでの教育情報の公表ほか，各種

印刷物での配布等により広くわかりやすく社会に発信されている。 

 


